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１．要約 

 デジタル時計などに使用される 7 セグメント LED に比べ、より細かく、より多くの文字

などを表示することのできる 16セグメントLEDを用いてマイコンで制御することにより、

LEDにアルファベットなどを表示させることができたので報告する。 
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２．研究の背景と目的 

 デジタル時計などは、表示の仕方が単純

であるにも関わらず、わかりやすく数字を

表すことができる。私たちは同じ仕組みで

より多くのものを表せないかと考えた。デ

ジタル時計などの 7 セグメント LEDは、0

～9 までしかうまく表すことができない。

そこで、より多くの文字(アルファベットな

ど)を表すことのできる、16 セグメント

LEDを使用することにした。 

 

図１ 16 セグメント LED 

 

また、16 セグメント LED は H8 3664f

マイコンで制御することにし、プログラム

は C 言語で作成した。 

 

３．研究内容 

 目標は、アルファベットと数字を LED に

順番に表示することである。 

 

（１） アルファベットを表示させる 

 まず、16 セグメントのセグメントを１本

ずつ制御して文字を表示させた。今回は、

出力ピンの多い、ポート 5 とポート 8 を使

用した。出力は 

IO.PDR8.BIT.B5=1; 

などで制御できる。これはポート 8 のビッ

ト 5 (以下「p85」と表す)に電流を出力する

という意味である。 

 

（２） 点滅 

 点滅は、指定した時間だけ処理を止めら

れる関数 Mescwait(引数を１秒単位で指定

する)を使用して切り替える。実際のプログ

ラムでは、 



IO.PDR8.BIT.B5=1; 

(p81 に電気を流す) 

Mescwait (1); 

(1 秒処理を止める) 

IO.PDR8.BIT.B5=0;  

(p81 に電気を流さない) 

というようになる。これを使い、アルファ

ベットと数字を１秒ごとに切り替え、順番

に表示させることに成功した。 

 

（３） プログラムの短縮 

 ここまでで一応目的は達成できたが、プ

ログラムが長いものになってしまった。そ

こで、ビット指定からバイト指定にしてプ

ログラムを短縮した。バイト指定とは、IO

ポートの８個の出力ピンをまとめて制御す

ることであり、これを使うと、セグメント

８本はビット指定だと８文かかる制御であ

るが、バイト指定にすると同じ制御を１文

にすることができる。したがって、16 セグ

メント LEDでの１文字は 16進数で 2バイ

トで表すことができる。次に配列を用意し、

その１つ１つに、文字を表示させるときの

命令を 16 進数にして、表示させたい順番に

入力し、for 文で配列を順番に出力させてい

けば、プログラムをさらに短くすることが

できる。これらを使用して、プログラムの

長さを約 15 分の 1 にすることができた。 

図３ マイコンの処理イメージ 

 

４．今後の課題 

今回の研究においては、自由に文字を表

示させることができなかった。そこで今後、

基盤にボタンを取り付け、押されたボタン

に応じてアルファベットなどを表示できる

ようにしようと考えている。 
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